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[社 会]

社会科学習導入期で,社 会的な見方 ・考え方を育成 し,

社会参画につなげる指導の工夫

一小 学校3学 年 「店 ではた ら く人 ～ スーパー
,道 の駅 あ らい,水 木 しげ るロー ド～」 の実践 一

小林 朋広*

1問 題 の所在

学習指導要領小学校社会科の日標の 「社会生活についての理解」とは,「人々が相互なかかわりをもちながら生活を営んでいるこ

とを理解するとともに,自 らが社会生活に適応し,地 域社会や国家の発展に貢献しようとする態度を育てることを目指すもの」と

解説に記されている。学習で取り上げる社会事象をただ単に知識として理解するのではなく,地 域社会の貢献のために習得した知

識を生かそうとする態度を育てていくことが必要だ。そして,将 来,平 和で民主的な国家 ・社会の形成者として自ら社会参画でき

る素地をつくっていかなければならない。

今谷1)は,地域学習の中で,体 験を通して知識 ・技能と判断 ・行動を相互関連的に形成することの大切さを提唱している。社会に

積極的に働きかけていくことのできる学びが豊かな人間形成や自己実現を促すことも述べている。小学校3学 年は社会科学習導入

期である。導入期から,子 どもたちに積極的に地域社会に働きかけたり,体 験したりしなから社会科の学習を展開することが重要

と考える。このような学習の積み重ねで,子 どもたちは学んだことを地域社会の中で実際に生かそうとし,社 会科の毎時間の学習

を大切にできるようになるからである。

学んだことを地域社会で生かそうする姿勢を育てるために,直 接学んだことを実体験で活用する活用型学習の実践が多く行われ

ている。北2)は,活 用型学習に入る前に,活 用に値する知識を明確にしておくこと,さ らに,そ の知識を調べる,考 える,表 すと

いった児童の学びから習得させたい知識に気付かせていくことの大切さを述べている。しっかりとした知識なしに,単 に興味本位

のみで体験などの活用に生かすのでは,公 民的なほとんど資質は育たない。

この際,習 得する知識を単に暗記させるのではなく,社 会的な見方や考え方を育てながら知識を習得 していくことが重要である。

社会的見方や考え方について,中 央教育審議会答申(平 成20年1月)で は,「社会的な見方や考え方を育成することを意識した授業

が展開されていくと,生 徒は他の社会的事象に対しても社会的な見方や考え方を応用転移させ,事 実の関連に気付いたり,事 象の

成立要因を見出したりできるようになる。」と示している。また,居 木3)は,共生を目指す社会的な見方や考え方を,次 のように定

義した。①社会を自分も含めた様々な関係の中で捉えるとともに,社 会の問題を自分の問題として捉える姿勢をもつ見方 ・考え方,

②自己の観点を自覚する事によって自己の社会像を絶対視せず,時 に応 じて自分の観点を再吟味し,社 会を捉え直す姿勢をもつ見

方 ・考え方,③ 他者の捉えた社会像の観点を推し量り,共 感的に捉える姿勢をもつが,ど んなに共感できても絶対視しない見方 ・

考え方,④ 社会のシステムを共生を可能にするシステムと捉え,そ のようになっていないシステムを共生システムに変えていこう

という姿勢をもつ見方 ・考え方である。居木は,社 会的な見方 ・考え方を育てるため,中 学校で実践している。

中学校や小学校高学年だけでなく,社 会科学習導入期においても,き ちんとした社会的な見方や考え方ができるようにしていか

なければならない。社会科学習導入期において,身 に付けさせたい社会的な見方や考え方は,「平和で民主的な国や地域社会づくり

のために,人 々が相互によりよいかかわりをもって生活を営むことができる社会をつ くること」である。前述の居木の示す社会的

な見方 ・考え方定義をもとに考え,導 入期では次のような子ども像を目指すことが必要ととらえた。

○ 地域社会の社会事象や社会事象にかかわる問題を人ごとでなく,自 分たちのこととしてとらえる。

○ 自分のもつ社会事象に対する考え方を調査や話合い,体 験活動によって見つめ直したり考え直したりする。

○ 今ある現状の社会事象や他者の考え方に対し,自 分なりの考えを伝えたり,改 善しようとしたりする。

○ 自分のことだけでなく,社 会の様々な人の立場に立って考えたり,み んなが協力して共に生きることを考えたりする。

このような姿勢をもつ社会的な見方や考え方ができるようにし,社 会の学びの意義を明確に理解させ,社 会科学習に対する意欲

や社会参画意欲を高めていくために,本 研究を行うことを試みた。
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2研 究の 目的 と方法

今回の研究では,次 のような目的をもって追究し,そ の成果と課題を明らかにし,学 習指導要領の趣旨の実現を図る。

社会科学習導入期で,社 会的な見方や考え方を育成し,自 らの社会参画につなげていくための効果的な指導法を追究する。

社会科学習導入期となる小学校の子どもたちには,1章 で述べたような姿勢をもつ社会的な見方や考え方を育成していく。さらに,

公民的資質を養うために,自 ら社会参画できる素地を社会科学習導入期から育んでいく。導入期の 「社会参画」のとらえとしては,

「社会科の学びが自分たちの生活に結びついていること,人 々の働きで社会事象が変わることに気付き,社 会にかかわる」ことと考

え,実 践に取り組む。自らが社会生活に適応し,地 域社会や国家の発展に貢献しようとするためには,小 さな頃からの積み重ねが大

切である。以上のような理由から,上 記のような自らの研究テーマを設けた。

研究テーマに向けて,次 のような手立てを講じる。そして,そ の有効性を明らかにする。

① 学んだことを自らの販売活動に生かすことを目標にして追究させる。(活用型の学習,問 題解決的な学習)

② 実際に見たり,聞 いたりして調べる現地調査やビデオ写真等の視聴覚教材の提示を行う。

③ 異なる形態の商店や他地域との店と比較しながら考えさせる。

④ 販売活動の工夫や販売の際に大切にしたいことをグループや全体で話し合う活動を取 り入れる。

⑤ 総合的な学習の時間や子どもたちにとって身近なものを学習や体験に取り入れる。

また,次 のような方法で,指 導の工夫や手立て有効性や課題を実証する。

①単元での児童の意欲や態度の変容 ②児童の学習シート,ノ ート,短冊,提 案書に記載された内容やの話合いの発言

3実 践

(1)単 元名 「店ではたらく人 ～スーパー,道 の駅あらい,水 木しげるロード～」

(2)単 元の目標

◎ 販売の仕事の工夫と自分たちの生活や地域とのかかわりや販売の仕事の活性化の方法を考えようとする。

○ 地域には販売に携わる仕事があり自分たちの生活を支えていることや仕事の特色や地域等とのかかわりを理解する。

○ 課題に対して,進 んで調べようとしている。

○ 地域の販売の仕事の様子から学習課題を見出し,見 学 ・調査したり,話 し合ったりしたことを適切に表現している。

(3)単 元設定の意図

地域の販売に携わる仕事と私たちの消費生活は,直 接結び付いている。子どもたちは,2年 生の生活科で新井六斎市に行って買い

物をしたり,休 みの日に家族で地域のスーパー等に買い物に行ったりしている。販売の仕事を直接見たり,消 費者の立場に立ったり

しているので,学 習に対する興味や意欲の高まりが期待できる。

校区には,小 さな商店が数軒,コ ンビニエンスス トアー,「道の駅あらい」がある。「道の駅あらい」は全国売上最高位の道の駅で

ある。しかし,車 での高速道路や国道の利用客をターゲットにしていることもあり,地 域住民の利用度は比較的低い。日常の買い物

では,新 井小学校区にあるスーパーなどを利用する家庭が圧倒的に多い。

単元の中では,利 用度の高い 「イチコスーパー」と校区にある 「道の駅あらい」を見学 ・調査する。調査では,対 象が身近である

ため実際に見たり聞いたりしながら追究を高めることができる。また,授 業者が実際に巡検で取材した鳥取県境港市の 「水木しげる

ロード」を取扱う。3つ の形態の違う商店を取 り扱い比較することで,商 店ではたらく人の考え方に気付き,そ れぞれの店の工夫や

課題も学習でき,社 会的な見方 ・考え方を育成できる。例えば 「イチコスーパー」では食品の新鮮さやおいしさを売り物にしている。

「道の駅あらい」では地域の情報発信の場
,地 域の特産品の販売,地 域のイベントの場としての役割を果たしている。「水木 しげる

ロード」は,シ ャッター街を観光客でいっぱいにしたことで全国的に知られている。地域の活性化を目指し,子 どもが喜ぶような商

品展示方法や遊びの場を提供する等の工夫が見られる。そのような販売に対する工夫やはたらく人の考え方に気付かせ,社 会的な見

方 ・考え方を育成 していきたい。

さらに,本 単元では他教科や総合と関連させながら,消 費活動や販売活動等,地 域社会に直接参画する体験を行う。単元の最終日

標に,校 区にある 「道の駅あらい」で,子 どもたちが販売活動をしたり,店 に販売の工夫を提案したりすることを掲げて,学 習を展

開する。見学等で学んだ店の工夫やはたらく人の考え方を生かして,自 分たちの実践の場につなげることで,社 会的な見方や考え方

をさらに広げたり,深 めたりすることができる。さらに,学 んだことを地域社会で活用する学習を通して,自 分たちの学びを社会の

改善に生かせるといったことに気付かせ,今 後の社会参画意欲を高める効果が期待できる。
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(4)指 導と評価の計画(全15時 間)

時間 ◎ねらい ○学習内容 ・学習活動 ○評価規準 ・評価方法

第 ◎自分たちの生活と店とのかかわりについて考え,学 習課題をもつことができる。

茨 ○利 用す る店 について の調査 。
・地 域 に どん な店 があ るのか 出 し合 う。 写真 を見 る。

○地域の人々の販売の仕事の様子に関心をもち,意 欲

的に調べようとしている。

つ
か
む

・日ごろ
,ど んな店 で買 い物 をす るの か話 し合 う。

・家 の人 の店の利用 につ いての 質問 カー ドを作 る。
・家 の人 に聞 き取 り調査 を行い,カ ー ドに書 く。

【関①】 ・話合い

○地域には販売に関する様々な種類の店があり,私 た
・質問 カー ドにま とめ る。 ちの生活 を支 えてい る ことを理解 してい る。

第 ・話 し合 った こ とを白地 図 にま とめ る。 【知①】
4 ・学 級の家 の人 の買い物 の実態 につい てま とめ る

。
・カ ー ド ・発 言

時 ○ 「お店ではたらく人」の学習課題
・疑 問 に思 った こ とや調べ たい課 題 を話 し合 う。

盟 静 輔 鞭 講 戴1穿 撚 轟 んをふやすにはどうすれ一

・商 店の見 学計画 や立 てる。見 る こと聞 くことを決め る。 ○自ら課題をもち,進 んで問題解決を図ろうとしてい

① イチ コス ーパー ② 道の駅 あ らい る 。 【関 ② 】 ・話 合 い ・ノ ー ト

第 ◎店 で はた ら く人は,ど んな仕事 を して,ど の ような工 夫 を してい るのか調べ る。

二
次 ○ イチ コスーパ ーの見学

・見 学計画 を もとにスーパ ーマーケ ッ トを見 学 し
,売 り場 の工

○ 自 ら課題 をもち,進 んで問題解 決 を図 ろう と してい

る。 【関② 】 ・調査 の態 度

調 夫 につ いて調べ る。

べ ・スーパ ーマ ーケ ッ トで働 く人 にイン タビュー を し
,働 く人の ○観点に基づいて見学したり資料を活用 したりして,

る 工 夫 について調べ る。 地域の人々の仕事の様子について必要な情報を集め

第
5
時

・スーパ ーマ ーケ ッ トの品物 の産地 を調 べ,他 地域 とのつ なが

りにつ いて知 る。
・お客 さん にイ ンタビュー し

,お 客 さんが店 に求め てい るこ と

を調べ る。

て正 し く聞 き取 った り読 み取 った りしてい る。

【技①1・ しお りの表 現
・聞 き取 り調 査 の様 子

・店で行われている環境を守るための取組や地域の人々が利用

しやす い取組 につい て調べ る。

○自ら課題をもち,進 んで問題解決を図ろうとしてい
○道の駅あらいの見学 る。 【関②1・ 調査 の態度
・見学計画をもとに道の駅あらいを見学 し,店 や駐車場の工夫 ○観点に基づいて見学したり資料を活用 したりして,
につい て調べ る。 地域の人kの 仕事の様子について必要な情報を集め

・市役所の方や店 「ひだなん」 の店長 さんに聞き取 り調査 を行 う。 て正 し く聞 き取 った り読 み取 った りしてい る。
・お客 さん にイ ンタビュー し,お 客 さんが店 に求め てい るこ と 【技① 】 ・しお りの表 現

を調べ る。 ・聞き取り調査の様子

第 ◎様 々 な形 態の店 の工夫 につい て話合 い,ま とめて,理 解 す る。

三
次

○ それぞ れの店 の工 夫
・イチ コスーパ ーでは どんな工夫 をしていたか話 し合 う。

○集 客の ための工夫 につ いて考 えてい る。

【思② 】話合 い ・シー ト

ま
・道 の駅 あ らい では

,ど んな工夫 をしていたか話 し合 う。 ○商店の品物に対する品質保全や流通の工夫について
と ・新 井商店街 で は

,ど んな工夫 を して いたか話 し合 う。 考 えてい る。 【思③1

め ○ なぜス ーパ ーマーケ ッ トが よ く利 用 され るよ うに なったか。 ○商店の環境保全や地域貢献につなげ、今後どんな取
る ・工 夫 をシー トに まとめ る

。 組が必要か考えている。【思④】

第
2

時

・工 夫 を話 し合 う。

○道 の駅 あ らいが なぜ売上1位 にな った理 由。
・工 夫 をシー トに まとめ る。

○分 か った ことを発 見 カー ドや シ ー トな どに適 切 に表

現 してい る。 【技② 】

・工 夫 を話 し合 う。

第 ◎地域の店の活性化について考え,提 案したり,参 画したりする。〈活用型学習〉

四
次 ○道 の駅 あ らい に もっとた くさんのお客 を呼ぶ方 法

・自分の考 え をノー トに書 く
。

○商店の環境保全や地域貢献につなげ,今 後どんな取

組が必要か考えている。【思④1
い ・シ ャ ッター街 が客で い っぱい になった 「水 木 しげる ロー ド」 ○地域の販売に関する仕事に見られる特色や地域など
か の映像と写真を見る。 のかか わ りを理解 して いる。 【知③1

す ・た くさんのお 客 を呼ぶ に は どうすれ ば よいか
,「 水木 しげ る ○集客や商品の品質保持に向けた様kな 工夫を理解し

第
4
時

ロー ド」 の取組 をもとに話 し合 う。

・提 案書 と新 聞 を書 い て市 役所 や商店 に届 け る。

・自分 たち も取組 に参画す る。

!

ている。【知②1テ ス ト

○学んだことについて相手意識をもって分かりやすく
新聞に表現している。【技③】

○商店に対して,自 分たちなりに考えたことを適切に
「ひだなん」に青空市場出店

表 現 し,提 案 してい る。 【思⑤】
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(5)授 業の 実際

① 課題作 り

最初 に,子 どもた ちが どこで よ く買 い物 をす るのか を出 し合 った。 次 に,子 どもたち は,家 の人 が どんな店 を利 用 し,な ぜ そ の店

に行 くのか ア ンケー トを作 り,調 査 を行 った。 調査 の結 果 を話 し合 ってい る際 に,次 の よ うな課題 が出 された。

C:や っぱ り,ス ーパ ーに行 く人が多 い。 いろい ろな種 類 の食 べ物が あ るか らだ。他 にも工 夫が あるのか調べ た い。

C:ぼ くた ち も買い物 を した い。で きた ら,売 る こ ともしてみたい。

C:道 の駅あ らいは,全 国売上No.1だ けれ ど,ぼ くたちの家 ではあ ま り行 ってい ない。地域 のお客 さんが増 える といい な。

イチ コス ーパ ー と道 の駅あ らい を見学 し,道 の駅で学 級 で育 て たジ ャガイモ を販売 をす る ことを子 どもたち に伝 え る。子 どもたち

の見学 ・販 売 したい とい う願 い を実現 させ,学 んだ こ とを生 か し活用 型学習 を展 開 させ る意 図が あった。子 どもたち は,販 売体験 に

強い意欲 を見せ,販 売成功 の ため に も,見 学す る店で工 夫 を見つ け ようと,見 学計画 で多 くの質 問内容 を考 えた。

② 「イチ コス ーパ ー」,「道の駅 あ らい」 見学 ・調 査,店 の工夫 につ いての話合 い

二つ の店の見学 ・調査 で は,ど の子 ども もしお りにび っ しりと見 つけた工夫 を書 いてい った。積極 的 にお客 さんや店の 人 にイン タ

ビューを し,さ らに自 ら買い物体 験 を して確 かめた。見 学後,見 つ けた工夫 を短冊 に書い て貼 り出 した。(写 真1)。

C:イ チ コス ーパーで は まとめ買い をす る と安 くなったか ら,つ い た くさん買 って しまい ま した。

C:新 鮮 でお い しい もの を売 るため,近 くか ら仕 入れ てい ま した。生 産者 の名 前 も書 い てあ りま した。

C:イ チ コで は,エ コバ ックがあ った り,ポ イ ン トもあ った りしたので,ま た行 ってみ た くな りま した。

C:道 の駅あ らいは,物 を売 るだ けでな く,イ ベ ン トや地域 の情報発信 の場 に もなってい るそ うです。

C:道 の駅あ らいの店 では,料 理の レシ ピや売 ってい る ものの説明 も書い て,買 い やすか ったです 。

短冊 に書か れた工夫 を似 た ような意見 ご とに まとめ,さ らに見学 の写真 を見 て工夫 を確認 した。 その 中で,子 どもた ちは,自 分 が

気付 か なか った工 夫 に気付 い てい った。次 に,子 ど もた ちは短 冊 を見 なが ら店 の人 が大切 に して いる ことを話 し合 っ た。

C:お 客 さんに喜 んで もらい,た くさん売 れる ように,お 客 さんの立 場 に立 ちたい 。

C:お 年 寄 り,小 さい子 ども,目 が不 自由 な人 に も,や さ しくしたい。 くつ ろげ る場 所,楽 しい場所 に したい。

C:新 鮮 な ものおい しい もの をお客 さん に届 けたい。

C:地 域 の良 さ をア ピール したい。地域 の イベ ン トもした い。環境 を大切 に したい 。

この話 合い を通 して出 され たは た らく人が大切 に してい る ことを,自 分 たちの販売 活動 で も大切 にす るこ とを確 認 した。

③ 「水木 しげるロー ド」 の学習 ・販売活 動 〈活用 型学習〉

授 業 者が調査 した 「水木 しげる ロー ド」 の写真 とビデオ を見 せ た(写 真2)。 「イチ コス ーパー」 「道の駅 あ らい」 には ない工夫 に

気付 かせ たか ったか らであ る。特 に,子 ど もたちが喜 ぶ ような工夫 や地元 の特色 をテーマ に した工夫 であ る。 シー トに工夫 を書 いた

写真1店 の工夫を短冊に

写真3販 売用ジャガイモ袋詰め

写真2水 木 しげるロードの店

写真4ス タンプラリー準備
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後,販 売活 動 を行 う道 の駅の店 を もっ とお客 さん に喜 ぶ店 にす るた めに生 かせ る工夫 をグルー プで話 し合 った。

C:子 どもが楽 しめ る遊 び コーナー を,ぼ くたち も作 ろ う。前 にや った消 しゴム はん こ作 りや プラバ ン体験 コー ナーがい い。

C:道 の駅 全体 で,水 木 しげるロー ドの ようなス タンプ ラリー を しよ う。 ぼ くた ちの店 にも来 て も らえ るよ。

C:「 ゲゲゲの鬼 太郎」 の ような地域 の シンボル(ミ ョー コー さん な ど)を おいた ら,地 域 の宣伝 にな るよ。

C:学 校 の 「大桜新 聞」 や総合 で育て たスズ ムシ をお いて,学 校 の こ とも伝 えたい な。

小 さな子 ど もた ちが喜 ぶ ような工夫 や地元 の特 色 をテーマ に した工夫 を取 り入れ た意 見が多 く出された。 その後,道 の駅 あ らいの

店 で行 う自分 たちの販売 活動で取 り入 れる こ とを決 め,チ ラシ,レ シ ピ,ス タンプラ リー,遊 び コーナ ーの準 備 を行 い,販 売活動 に

つな げた。 また,同 時 に道の駅 あ らい に,今 後 の販売 の工夫 として の提 案書 を各 自で書 い て送 った(図1)。

単元 を通 して,児 童A男 の シー ト等 の記載 や発 言 か ら,社 会 的 な見方 ・考 え方 に次 の ような広が り,深 ま りが見 られ た。

4考 察

今回の研究日的であった 「社会科学習導入期で,社 会的な見方や考え方を育成し,自 らの社会参画につなげていくための効果的な

指導法を追究する」について,次 のように成果が明らかになった。

(1)学 んだことを自らの販売活動に生かすことを目標にして追究させる。(活用型の学習,問 題解決的な学習)

課題設定の場面で,道 の駅あらいで販売活動を行うことを決めた。「お客さんがたくさん来て,喜 んでもらえる店にしたい」とい

う願いをもち,そ のための調査や話合いができた。店の工夫については,家 族アンケート後の課題作 りの時,二 つの店の見学計画作

りの時,見 学の際,見 学後の話合い,さ らに自分たちの販売活動に生かすためと,繰 り返し話し合った。その中で様々な工夫にふれ,

多角的に社会事象を繰り返し見つめた。出店につなげることで,地 域社会の社会事象や問題を人ごとでなく,自 分たちのこととして

とらえる姿勢をもつ社会的な見方,考 え方ができるようになり,社 会参画意欲も高まった。

(2)実 際に見たり,聞 いたりして調べる現地調査やビデオ写真等の視聴覚教材の提示を行う。

スーパー,道 の駅では,実 際に見て,予 想していた工夫を確かめたり,店 の人に工夫を聞いたりすることができた。また,家 族だ

けでなく,買 い物客にインタビューをしてなぜ,こ の店に来るのかを確かめた。実際の声を聞くことで,店 に対する様々な願いや客

に喜んでもらえる様々な工夫に気付 くことができた。さらに,実 際に見ることができない店の工夫は,写 真やビデオ教材を用い,販

売や客に対する工夫に気付かせることができた。特に,ビ デオでは,店 で教師が実際に買い物する場面を見せ,店 主の思いも聞くこ

とができたので,店 が集客のために行っている考えに気付かせることにつながった。

(3)異 なる形態の商店や他地域との店と比較しながら考えさせる。

今回は,見 学では 「イチコスーパー」と 「道の駅あらい」,そして 「水木しげるロード」の商店街の三つを比較した。タイプの異

なる店を比較することで,店 の人が何を大切にしているのかを考えたり,様 々な社会的な価値に気付かせたりすることができた。自

分たちの店に生かす際,魅 力いっぱいの水木しげるロードを真似ではなく,道 の駅で可能な工夫に変えて考える場面も見られた。自

分のもつ社会事象に対する考え方を調査や話合い,体 験活動によって見つめ直したり考え直したりする姿勢をもつ社会的な見方や考

え方ができるようになった。

(4)販 売活動の工夫や販売の際に大切にしたいことをグループや全体で話し合う活動を取り入れる。

二つの店の見学調査で明らかにした店の工夫を短冊に表現した。その後,店 の人が大切にしていることを話し合った。「新鮮で良

質な商品を届けたい」「お年寄りなど子ども,体 の不自由な人に喜んでほしい」「地域の情報を伝えたい」など,大 切にしたいことを

話し合う中で,平 和で元気な地域社会になることや,人 と人とがよいかかわりを保てることを,店 で働 く人も願って販売の仕事をし

ているといった社会的な見方や考え方ができるようになっていった。さらに,自 分たちの出店の際も,こ の話合いで出てきた店の人
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が大切にすることをもとに,子 どもたちはアイディアを出し,社 会的な見方や考え方がさらに確実になり,深 まったととらえること

ができる。

(5)「 総合」や子どもたちにとって身近なものを学習や体験に取り入れる。

学年で栽培したジャガイモや 「総合」や学級活動で作った消しゴムはんこやプラバンなども体験できる店を開いて,客 に喜んでも

らおうとするなど,今 までの学習 ・体験と関連付けて,地 域の良さをアピールしようとする考え方ができるようになった。自分たち

の店に生かすだけでなく,道 の駅あらいに自分たちが考えた工夫を提案できた。今ある現状の社会事象や他者の考え方に対し,自 分

なりの考えを伝えたり,改 善しようとしたりする姿勢をもつ社会的な見方 ・考え方ができるようになった。

上記の5つ の成果をまとめると,社 会的な見方や考え方は,単 元全体において深まり,確 実なものになっていったことが分かる

(図2)。 店の工夫を調べ,店 で働 く人が何を大切したかを話し合い,自 分たちの販売体験や店への提案に生かすことで,社 会的な

見方や考え方は,地 域や人とのかかわりを大切にしていこうとするものになっていった。自分のことだけでなく,社 会の様々な人の

立場に立って考えたり,み んなが協力して共に生きることを考えたりする姿勢をもつ見方 ・考え方ができた。
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図2社 会的な見方 ・考え方を育成し,社 会参画につなげる概念図

5研 究の成果と今後の課題

子どもたちが店ではたらく人の工夫を調査し,さ らなる工夫を考え,自 分たちの販売に生かしたり,店 に対 して提案したりするこ

とを通して,販 売者の立場に立った社会的な見方や考え方が徐々にできるようになってきた。学んだことを話 し合ったり,活 用した

りすることで,社 会的な見方や考え方は,よ り深まっていった。店のミニ体験ではあるが,自 分たちなりに社会参画につなげていこ

うとする意欲も高まってきた。学んだことを生かし,さ らに課題が出てきたら学びに戻るというサイクルができ,社 会科学習の大切

さを再認識できたことは成果である。

販売体験は,今 後3月 まで続く。その中で,社 会参画意欲や学びの意欲をさらに向上できるよう,社 会科だけでなく,総 合的な学

習の時間や他教科と関連させ,継 続指導することが必要である。また,こ のような活用型学習や問題解決的な学習を社会科の他の単

元でも行っていかなければ,学 ぶことの意義が薄れることが懸念される。多少でもいいので,今 回のような活用型学習,問 題解決学

習を展開させ,さ らなる社会的見方 ・考え方,そ して社会に生かそうとする意欲を培いたい。
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